
外来初診日 1週間 1ヵ月 3ヵ月 6ヵ月以降 対象患者特定のために

医師

・診断
・骨粗鬆症治療の必要性の説明
・採血（骨代謝マーカー含む）
・薬剤部資材による薬剤候補の説明

・治療薬の決定、開始
・継続の確認
・副作用確認
・近医への紹介

・近医への紹介

・骨密度検査
・採血（必要に応じ
て）
・治療継続の確認
・薬剤の変更考慮
・近医への紹介

○○
+K4:R4病
院FLSの
ここがポ
イント！

病棟看護師
・入院患者のスクリーニング（骨折の既往、転倒リ
スク、低栄養あればチーム介入依頼）

外来看護師

・骨折既往の確認
・骨粗鬆症治療歴の確認
・資材の配布
・同意書取得

・再骨折予防手帳の記
入指導

薬剤師
・他科で漫然と治療薬を処方されている患者のピッ
クアップ、FLSチームへの介入依頼を主治医に促す

医療ソーシャルワーカー ・DEXAの積極的な共同利用、宣伝

診療放射線技師 ・骨密度検査 ・骨密度検査

・骨粗鬆症を目的としない検査（腹部
CT、腹部Xpなど）で骨粗鬆症の可能性が
あると判断した場合、FLSチームへの介入
依頼を主治医に促す

管理栄養士 ・栄養指導

・骨粗鬆症未治療の低栄養患者への介入
時、FLSチームへの介入依頼を主治医に促
す

医事課
・コストに関する問い合わせへの対
応

ケアマネジャー
訪問看護

・骨粗鬆症未治療患者のFLSチームへの依
頼

ステージ1 ステージ2 ステージ3 ステージ4 Integration ステージ5 Information

対象患者の特定 二次骨折リスクの評価
投薬を含む治療の
開始

患者のフォロー
アップ

・他科処方のリハビリ患者に関して、骨粗鬆症ハイ
リスク、転倒ハイリスク患者のFLSチームへの介入
依頼を主治医に促す

国際医療福祉大学塩谷病院 骨粗鬆症患者を対象としたFLSプロトコル

FLSタイムライン

FLSにおけ
る職種

プロトコル外の活動

・院内各部署での勉強会開催
・院外への啓発活動
・病診連携のしくみ作り
・整形外科以外の科の先生方、メディカルス
タッフへのFLS活動周知

・簡単な骨粗鬆症治療薬の一覧表を作製し、患
者に配布（医師からある程度絞り込み、自ら選
択することで、治療意欲を促す）

リハビリ

更新日：2022年7月14日（木）

・服薬コンプライアンスの確認
・通院の確認

・処方薬の評価
・副作用確認
・必要に応じて服薬指導

・身体機能評価
・運動療法介入

・紹介先の検討
・依頼

・栄養指導

・治療継続の確認
・次回骨密度検査の確認
・未来院のフォロー

FLSクリニカル
スタンダード
（5i）イメー

ジ
患者と医療従事者への教育と情報提供

ステージ5　Information　患者と医療従事者への教育と情報提供

・人間ドック利用者への指導
　（骨粗鬆症、運動療法、生活習慣病など）
・介護予防教室での評価、講話
　（骨粗鬆症、サルコペニア、フレイルなど）
・退院後通所・訪問リハを利用開始した利用者
に対する追跡評価、医師への情報提供
・転倒リスク評価、サルコペニア評価等


